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Q　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は
本
市
と
市
民
生
活

に
ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
与
え
て
い
る
と
思
う
か
。

A　

株
価
の
上
昇
等
に
よ
り
一
定
の
効
果
は

出
て
い
る
と
思
う
が
、
地
方
に
波
及
す
る
に

は
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
よ
い
影

響
が
地
方
に
波
及
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

Q　

安
倍
首
相
は
平
成
二
十
九
年
四
月
に
消

費
税
を
十
％
に
上
げ
る
と
明
言
し
た
が
、
増

税
さ
れ
る
と
不
況
が
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
市

民
生
活
が
苦
し
く
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A　

不
安
も
感
じ
る
が
、
現
在
、
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
社
会
保
障
費
が
増
大
し
て

い
る
。
消
費
税
の
増
税
分
に
つ
い
て
は
、
確

実
に
、
子
育
て
や
高
齢
者
支
援
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　

箱
物
で
は
な
く
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予

防
接
種
や
、
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
な
ど
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

A　

人
口
減
少
問
題
を
正
面
か
ら
と
ら
え
、

若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
ど

の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
を
総
合
的
に
検
討

し
て
い
る
。

Q　

小
児
科
医
院
の
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

A　

島
原
市
出
身
で
他
所
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
小
児
科
の
先
生
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Q　

水
道
検
針
員
の
処
遇
は
前
の
議
会
で
も

取
り
上
げ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
か
。

A　

検
針
業
務
は
住
宅
等
の
密
集
度
の
違
い

に
よ
り
、
業
務
に
要
す
る
時
間
に
差
が
生
じ

る
。
こ
の
差
を
解
消
す
る
観
点
か
ら
、
今
回

の
見
直
し
に
よ
り
、
森
岳
、
霊
丘
、
白
山
を

中
央
地
区
、
有
明
、
三
会
、
杉
谷
、
安
中
を

周
辺
地
区
と
し
、
周
辺
地
区
に
お
い
て
は
、

検
針
単
価
を
上
乗
せ
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

Q　

ル
ー
ト
変
更
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
よ

う
だ
が
、
①
ど
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
た
の

か
、
②
ど
の
く
ら
い
の
農
地
が
つ
ぶ
れ
る
の

か
、
③
農
業
者
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
た
の
か
。

A　

①
原
口
大
橋
か
ら
市
道
大
野
線
ま
で
の

約
二
キ
ロ
の
範
囲
に
つ
い
て
再
検
討
が
さ

れ
、
農
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響

を
小
さ
く
す
る
観
点
か
ら
、
広
域
農
道
を
側

道
と
し
て
活
用
す
る
ル
ー
ト
帯
へ
の
変
更
が

説
明
さ
れ
た
。
②
地
形
測
量
が
終
わ
っ
て
い

な
い
た
め
わ
か
ら
な
い
。
③
平
成
二
十
四
年

十
月
以
降
、
二
十
回
近
く
、
自
治
会
ご
と
に

説
明
会
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
意
見

等
を
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

Q　

本
市
の
今
後
の
人
口
推
移
と
そ
の
要
因

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

A　

人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
推
計
で
は
、

三
十
年
後
の
本
市
の
人
口
は
、
三
万
千
九
百

五
十
九
人
で
平
成
二
十
二
年
と
比
べ
三
十

三
％
の
減
少
、
そ
の
中
で
年
少
人
口
は
三
千

百
六
十
四
人
で
五
十
％
の
減
少
、
生
産
年
齢

人
口
は
一
万
四
千
六
百
二
十
三
人
で
四
十

六
％
の
減
少
、
老
年
人
口
は
一
万
四
千
百
七

十
二
人
で
二
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
十
年
、
自
然
動
態
と
社
会
動
態
は
い
ず
れ

も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
自
然
減
は
出
生
数
の

伸
び
悩
み
、
高
齢
化
に
伴
う
死
亡
数
の
増
加
、

社
会
減
は
若
年
層
の
就
学
、
就
職
等
に
よ
る

人
口
流
出
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　

人
口
減
少
に
伴
い
①
財
政
面
、
②
産
業
、

経
済
面
、③
市
民
生
活
、福
祉
面
、④
環
境
面
、

⑤
教
育
面
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

A　

①
地
方
交
付
税
や
市
民
税
が
減
少
す
る

な
ど
、
歳
入
面
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
市
場
規
模
が
縮
小
し
、
売
上
げ
や
所
得
の

減
少
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
空
き

家
の
増
加
や
医
療
保
険
な
ど
の
社
会
保
障
制

度
の
安
定
的
な
運
営
に
支
障
を
き
た
す
お
そ

れ
が
あ
る
。
④
ご
み
や
し
尿
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
が
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
⑤

児
童
生
徒
の
減
少
で
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
、

遠
距
離
通
学
者
が
増
加
す
る
。
ま
た
、
集
団

活
動
で
の
学
習
面
や
生
活
面
等
で
制
約
を
受

け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

Q　

人
口
減
少
対
策
に
は
ど
の
よ
う
な
政
策

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

と
こ
と
ん
子
育
て
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
、高
齢
者
が
輝
く
街
づ
く
り
、若
者
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
街
づ
く
り
の
三
本
柱
を
掲
げ

て
人
口
減
少
対
策
を
推
進
し
た
い
。
ま
た
、

島
原
道
路
や
ほ
場
等
の
社
会
基
盤
の
整
備
を

強
力
に
進
め
、
企
業
誘
致
や
専
門
学
校
等
の

誘
致
も
中
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Q　

市
外
か
ら
の
移
住
者
に
対
し
、
安
中
地

区
の
保
留
地
を
格
安
で
提
供
し
た
り
、
住
宅

の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A　

定
住
促
進
対
策
は
必
要
で
あ
り
、
先
進

地
の
事
例
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

Q　

経
年
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
維

持
管
理
に
多
額
の
予
算
を
要
し
て
い
る
施
設

も
あ
る
と
思
う
が
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

検
証
、
検
討
す
る
機
関
は
あ
る
の
か
。

A　

公
共
施
設
全
体
の
あ
り
方
を
検
証
す
る

機
会
の
必
要
性
は
強
く
感
じ
て
お
り
、
機
関

の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。
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▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▼
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

▼
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

▼
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

▼
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て


